
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ．１０１２ 
２０１６年９月４日 
電話 ３２８－２６５６ 
FAX ３５９－５０４７ 

 

熊本市中央区手取本町１-１ 3 階 

下位   

メール：kumamsu@gamma.ocn.ne.jp 
HP：http://www.jcp-kumamoto.com/ 
 

 

弁護士による「無料法律相談」のご案内 
 毎月、定例の無料法律相談を行っています。震災に関わる法律相談

も含め、ぜひご利用ください。今後の日程は下記のとおりです。どな

たでもご利用できます。「事前予約制」です。 

ご希望のところへ、事前に予約の電話をお願い致します。 
 

● ９月８日（木）  午後１時～４時 予定 

 菜の花法律事務所（南区江越 1‐17‐12）   ℡ 322‐2600  

● ９月２０日（火） 午後６時～８時 

 北区生活相談所（武蔵ケ丘 1‐10‐1）        ℡ 338‐2001 

● ９月２１日（水） 午後２時～４時 

 中央区生活相談所（大江 5‐15‐20）     ℡ 375‐2200 

● ９月２３日（金） 午後１時３０分～４時 

山本のぶひろ渡鹿生活相談所（渡鹿 6‐5‐60）℡ 362‐5181 

● ９月２９日（木） 午後４時～６時 

 東区生活相談所（広木町７-２３-２）     ℡ 328‐2656 
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控
室
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一
部
損
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な
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ど
か 

 

熊
本
地
震
か
ら
４
カ
月
半
。
ま
だ
ま
だ
修
繕
が
手
に

つ
か
な
い
家
屋
が
多
く
残
さ
れ
、
青
い
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
が
破
れ
、
風
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
家
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
被
災
者
の
方
か
ら
最
も
多
く
寄
せ
ら
れ
る
声

が
「
一
部
損
壊
へ
も
何
ら
か
の
支
援
を
！
」
と
い
う
も

の
で
す
。
義
援
金
も
半
壊
以
上
、
修
繕
費
用
も
半
壊
以

上
、
市
税
減
免
や
国
保
料
減
免
も
半
壊
以
上
と
な
っ
て

お
り
、
「
一
部
損
壊
」
の
被
害
認
定
は
、
支
援
を
行
い

ま
せ
ん
と
烙
印
を
押
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
と
お
っ
し

ゃ
る
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

一
部
損
壊
で
あ
っ
て
も
、
修
繕
に
か
か
る
費
用
が
数

百
万
と
い
う
か
た
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
行
政
が

行
う
べ
き
こ
と
は
、
一
部
損
壊
世
帯
へ
の
支
援
に
踏
み

出
す
こ
と
で
す
。 

 

熊
本
市
が
策
定
し
て
い
る
震
災
復
興
計
画
素
案
に

は
、
３
０
０
億
円
を
要
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
も
復
興
に

寄
与
す
る
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
財
源
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
の
再
建
、
事
業
所

の
再
建
、
農
業
・
漁
業
の
再
建
な
く
し
て
、
熊
本
の
復

興
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
よ
り
も
住
宅
や
生
業

を
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
も
大
切
で
す
が
、
ま
ず
は

日
常
生
活
の
安
定
と
安
心
を
優
先
す
べ
き
で
す
。 

市民の暮らし・生業の再生を優先に 
9 月議会、本格的な震災復興予算（105 事業・732 億円） 

 9月議会に提案された補正予算 740億円のうち、約 732億円（約 99％）

が熊本地震関連の復旧・復興予算となっています。6月議会での震災復旧予

算が 269億円だったので、今回の分まで含め、約 1000 億円の復旧予算が計

上されたことになります。党市議団としては、暮らしや生業の再生を優先

した復旧・復興事業が取り組まれていくよう、引き続き求めていきます。 

・避難所設置運営経費 

  5218万 9000円 

・災害対応臨時給付経費 

  960万円 

・災害見舞金支給経費 

  8億 5600万円 

・災害弔慰金支給経費 

  7000万円 

・被災者住宅支援関係経費 

 135億 170万円 

 （応急修理、みなし仮設等） 

・宅地被害調査経費 

  4550万円 

  （擁壁や液状化などの調査） 

・災害廃棄物処理経費 

  190億 3600万円 

（災害廃棄物の収集・処理、家屋の

解体等） 

・農水産業復旧支援経費 

  59億 7680万円 

  農水産業施設の再建・修復等、 

  農林漁業者の融資への利子補

給等 

・商店街施設等への支援経費 

  2500万円 

・地域公民館災害復旧経費 

  4520万円 

・り災証明の発行関係経費 

   1億 1423万 7000円 

           など 

【被災者支援および生活再建関連経費の主なもの】 
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■裁判所から熊本市へ異例の指

摘 

 8 月 29 日、熊本地裁にて、産

文解体・花畑広場のムダづかいを

ただす住民訴訟の裁判がおこな

われました。 

本来 3 月 30 日を判決の予定と

されていましたが、裁判長から、

「産文解体に伴い買収された、2

棟の民間ビルの買収費用が高額

であり（鑑定料：600 万円、用地

取得費：3.5 億円、建物補償費：

11.45 億円の計：約 15 億円）、そ

の当時買収する必要があったの

か、もっと主張を尽くすように」

と、熊本市に対して説明を求める

かたちで、延期となっていまし

た。 
 

■数字的根拠のない市の説明 

 今回、市は、民間ビルの買収に

より広場に隣接するシンボルプ

ロムナードとの回遊性が増し、眺

望が開けること、買収時期につい

ては当時、ビルのテナント料や労

務単価などが底値でありコスト

を抑えることができた、などとし

てその妥当性を主張しました。 

 一方で、裁判長は市の主張に対

して数字的根拠がちゃんと示され

ていないとして、市に再度その根

拠を明らかにするよう求めまし

た。 

■市民合意のない不当な支出  

次回、市の主張に対する原告側

の反論をもって結審を迎えます。 

まともな説明や市民の合意のな

いまま、産文の廃止解体や花畑広

場の整備すすめることは決して認

められません。 
 
次回裁判日程 

日時：11月 9日（水）午前 11：30 

場所：熊本地方裁判所 

※午前 11：00より門前集会 

公共施設 

・学校施設等復旧費 

  46 億 5190 万円 

・廃棄物処理施設等復旧費 

  12 億 8170 万円 

・市営住宅復旧費 9 億 6980 万円 

・熊本城復旧費 7 億 7700 万円 

  ＊全体復旧費は約 600 億円 

・公設運動施設復旧費 

 5 億 6200 万円 

 （総合体育館、アクアドームなど） 

・公共施設解体費 5 億 4800 万円 

 （花畑別館、駅周辺整備事務所 他） 

・文化施設復旧費 4 億 4150 万円 

  （市民会館、健軍文化ホールなど） 

・動植物園復旧費 4 億 3100 万円 

・森都心プラザ復旧費 

  3 億 9500 万円 

・中央公民館復旧費（解体・再建） 

  1 億 5570 万円 

・本庁舎・区役所等復旧費 

  2 億 4520 万円 

・ウェルパル復旧費 

1 億 8080 万円 

 

・四時軒等文化財復旧費 

 3 億 5580 万円 

・消防施設等復旧費  

1 億 1640 万円 

・図書館・公民館子供文化会館等 

  4 億 3540 万円 

 

土木施設 

・道路橋りょう復旧費 

  92 億 2655 万 8000 円 

・河川復旧費 

  12 億 2880 万円 

・公園復旧費 5 億 9980 万円 

 

農業施設等復旧費 

・農地等復旧費 29 億 4000 万円 

           ほか 

社会福祉施設復旧費 

・老人福祉施設 16 億 9000 万円 

・障がい者施設 11 億 9800 万円 

・保育所等  10 億 6330 万円 

・母子・父子福祉施設 7300 万円 

・児童福祉施設 4600 万円 ほか 

 

 全体の公共施設の被害復旧額は、上下水道・道路・橋りょう・河川・

公園・農水産・市電などの「都市基盤関係」が 258 億円、学校・庁舎・

市民利用施設などの「公共建築物」が 1167 億円で、合計約 1425 億

円が被害復旧資産額として市から示されています。 

 今議会に提案されているのは、下記の分です。 

【9 月議会の震災復旧経費・公共施設等の復旧】 

 


	市議会だより20160904表
	市議会だより2016年9月4日号（裏）

